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ハ 不 ル

は

各
宗
の

教
理
と

高
僧
の

事
業
を
語
る

場
へ

と

変
わ
り、

「

日
本
仏
教
史
」

を
語
る
の

と、

各
宗
の

独
自
性
を
主

張
す
る

の

が
、

同
じ
事

柄
の

両
面
と

な
る

。

　
よ

り
厳
密
な
検
証
が
必

要
で

あ
ろ

う
が
、

ま
ず

次
の

よ
う
に

結
論
す
る

こ

と
が

可
能
な

の

で

は
な
い

か

ー
ー

僧
侶
で

あ
り

、

ア

カ

デ

ミ

ズ

ム

官

学

の

頂

点
に

立
っ

た

村
上
専

精
は、

宗
門
を
重
視
す
る

よ

う
な

語
り
を
「

日

本
仏
教

史
」

の

枠
組
み
に

行
い
、

か

か

る

作
業
に

よ

り
、

彼
は

宗
門
の

欲

求
を
満
た
す
と

同
時
に、

官
学
的
な
側

面
も

満
た
す
こ

と

が

出
来
た

。

各

宗
門
を
「

日

本
仏
教
」

と

し

て

語

り
な

お

し、

そ
の

新
た

な

構
築

物
に

「

歴
史
」

を
与
え
た

村
上
の

営
み

は、

こ

の

列
島
の

仏
教
界
が

近

世
か

ら

近

代
へ

と

再
編
成
さ

れ

る

重

要
な

段
階
を
意

味
す
る

も
の

で

あ
ろ

う
。

パ

ネ
ル

の

主
旨
と

ま

と

め

西

　
村

玲

　

従
来
の

日

本
仏
教

史
の

研
究
に

お

い

て

は
、

古
代
と

中
世
が

日
本
仏
教

の

精
華
と

さ

れ
、

鎌
倉
新
仏
教
が

研
究
の

主
た

る

中
心
と

な
る
一

方
で

、

近
世

・

近

代
に

つ

い

て

は
中

世
か

ら

の

長
い

衰
退
の

時

期
と
み

な
さ

れ

て

き

た
。

近

世
は

、

仏
教
勢
力
が

寺
檀
制
度
に

よ

っ

て

幕
藩
体
制
の
一

翼
を

担
う
こ

と
に

よ
り、

僧
侶
が

堕

落
し

た

時
代
と

さ

れ

た
。

近
代
は、

神
仏

分
離
と

廃
仏
毀

釈
が

僧
侶
の

奮
起
を

促
し

た

こ

と
か

ら

始
ま
っ

て
、

明
治

三

十
年
代
に

お

け
る

清
沢
満
之

の

精
神
主

義
に

よ
っ

て
、

仏
教
思
想
の

近

代

化
が

達
成
さ

れ
た

と

考
え

ら
れ

て

き
た

。

こ

の

見

方
は

、

な

が

ら

く
口

本
仏

教
史
の

通
説
で

あ
っ

た
。

　

こ

の

通
説
に

対
し
て
、

主
と

し

て

歴
史
学
と

宗
教
学
の

分
野
か

ら、

見

直
し

が

進
め

ら

れ

て

き

た
。

ま
ず
歴
史
学
に

お

い

て

は、

一

九
七

〇
年
代

に

お

け
る

黒
田

俊
雄
の

顕
密
体
制
論
に

よ
っ

て、

新
仏
教
を

中
心
と

す
る

中
世
仏
教

像
は

根
幹
的
に

改
め

ら

れ

た
。

黒
田

に

よ
っ

て、

新
仏
教
に

合

理

性
や

近
代

性
を

見
出
す
近
代
主

義
的
な

仏
教
史

観
の

見
直
し
が

開
始
さ

れ、

現
在
に

ま

で

至
っ

て

い

る

と

言
え

よ

う
。

近

世
史
に

お

い

て

は、

一

九

九
〇
年
代
か

ら
の

高
埜

利
彦
ら
に

よ

る

身
分
的
周

縁
論
に

よ
り、

民
間

宗

教
者
の

社
会
史

的
な

分
析
が

可
能
に

な
り、

近

世
に

お

け
る

仏

教
の

新

た

な

意
義
が

明
ら
か

に

な
っ

て

き
た

。

　
一

方、

宗
教
学
で

は、

一

九
七
〇

年
代
に

進

展
し
た

国
家
神
道
の

研
究

に

加
え
て

、

そ

れ
に

続
く
新
宗
教
の

研
究
に

お

い

て
、

近
代
に

お

け
る

仏

教
の

大
き

な

役
割
が
は
っ

き

り
と

認
識
さ
れ
た

。

二

〇
〇
〇
年
代
に

入
っ

て

か

ら
は、

そ

れ
ら
の

研
究
の

達
成
と

問
題
提
起
を
引
き

継
ぐ
形
で

、

さ

ま

ざ
ま
な

視
点
か

ら
近

代
仏
教
の

研
究
が

精
力
的
に

進
め
ら

れ
て

い

る
。

　

近
代
仏
教
の

研
究
が

進
展
す
る
に

つ

れ
、

従
来
の

古
代
・

中
世
仏
教
嫁

は
、

近
代
に

発
見
さ

れ
て

き
た

も
の

で

も
あ
り、

近
代
仏
教
に

よ

っ

て

構

築
さ

れ

た
側

面
が

明
ら

か

に

な

っ

て

き

た
。

ま

た

近
代
仏
教
は

、

歴
史
的

に

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

・

ア
ジ

ア
・

ア

メ

リ

カ

な

ど

と

深
く
関
わ

っ

て

お

り、

一

国

史
観
で

は
捉
え
き

れ

な

い

性
格
を

持
つ
。

近
代
仏
教
は

、

現
在
の

我
々

の

仏
教
認
識
を

直
接
に

創
出
し

て

き

た

点
で、

本
質
的
に

ト

ラ

ン

ス

ナ

シ

ョ

ナ

ル

な

性

格
を

持
つ

点
で

、

歴
史

的
に

特
殊
な

位
置
に

あ

る
と

い

え

る
。

　

本
パ

ネ
ル

は
、

歴
史
学
・

宗
教
学
・

思

想
史
学
と

い

う
各
人
の

専
門
分

野
に

お

い

て
、

こ

う
し
た

研
究

史
を

引
き

受
け

る

と

同
時
に、

近

世
か

ら
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パ ネ ル

近

代
に

か

け
て

の

日

本
仏
教
の

連

続
と

断
絶
を

全

体
の

モ

チ

ー

フ

と

し

て
、

研
究
の

新
た

な

展
開
を

目

指
す

。

引
野
亨
輔
は

、

近
世
の

浄
土
宗
と

真
宗
の

論
争
を

題
材
と

し

て
、

法
然
と

親
鸞
と

い

う

師
弟
関
係
の

上
に

立

つ

両
宗
が
、

そ
れ

ぞ

れ
自
己

の

優
位
を

築
く
た
め
の

論
法
を

分
析
し、

近

世
的
な
宗
派
意

識
が

成
立
し

て

い

く
過

程
を

論
じ
た

。

谷
川
穣
は
、

明

治

前
期
に

お

け
る

公
教
育
と

仏
教
の

関
係
に

つ

い

て
、

四

期
に

分
け
て

歴
史

的
考
察
を

行
い
、

両
者
が

分
離
と

接
近
を

繰
り
返
し
な
が
ら
も

、

明
治
三

二

年
の

宗
教

教
育
禁
止

の

訓
令
に

至
る

ま

で

に
、

徐
々

に

住
み

分
け
が
進

ん
で

い

く
こ

と
を

明
ら

か

に

し

た
。

西

村
玲
は

、

近

世
の

大

乗
非
仏
説
は

富
永
仲
基
の

み

な
ら

ず、

釈
尊
教
団
の

再
現
を

目
指
し
た

律
僧
の

実
践
行

か

ら

生
ま

れ
た

疑
問
で

も

あ
る

こ

と
を
示
し
て

、

村
上

専
精
が

両
者
を
利

用
し
て

近
代
の

大
乗
論
を

形
成
し

た
こ

と

を

述
べ

た
。

オ
リ
オ

ン

・

ク
ラ

ウ
タ
ウ

は
、

明

治
期
に

お

け

る

宗
派
性
と

通

仏
教
概
念
の

関
わ

り
に

つ

い

て
、

「

日

本
仏
教
」

が
ど

の

よ

う
に

語
ら

れ
た

か

に

着
目
し、

村
上

専
精

が

宗
門
と

官

学
ア

カ

デ
ミ

ズ
ム

を
「

日

本
仏
教
史
」

と

し
て
｝

体
化
し

た

こ

と

を
論
じ
た

。

　
こ

の

四

者
の

発
表
を

受
け
て

、

林
淳
は、

引
野
・

西

村
は
近

世
か

ら
の

近

代
形
成
に

つ

い

て

論
じ、

谷
川
・

ク
ラ
ウ
タ
ウ

は

近
代
独
自
の

側
面
を

論
じ
た

と

論
評
し

た
。

本
パ

ネ

ル

の

趣
旨
を

総
括
し
て
、

前
近

代
の

文
化

資
源
を
利
用
し

て
、

近

代
的
な

仏
教
が

再
編

成
さ

れ
た

と

述
べ

た
上
で、

近

代
仏
教
の

ト
ラ

ン

ス

ナ
シ

ョ

ナ

ル

な

性
格
に

つ

い

て

の

分
析
が

欠
け
た

こ

と
を

指
摘
し

た
。

フ

ロ

ア

か

ら
は

複
数
の

質
問
者
に

よ

っ

て
、

「

宗
派
」

と

い

う
言
葉
は

、

時

代
的
に

そ

の

内
実
が
変
遷
し
て

お

り
、

近
代

的
な
宗

派

概
念
で

は
【

概
に

論
じ
ら
れ

な
い

と

い

う
意

見
が

出
さ

れ
た

。

明
治
仏
教
の

国
際
化
と

変
貌

代
表

者
・

司
会

　
吉
永
進
一

コ

メ

ン

テ

ー
タ

　
石
井
公
成

明
治
二

〇
年
代
仏
教
界
に

お

け

る

　
　

神
智
学
を
め

ぐ

る

言
説

吉

　
永

　
進

　
明

治

時

代
の

仏
教
と

神
智

学
に

つ

い

て

は、

す

で

に

佐
藤
哲

朗、

言
集

跨

QD
コ
o
魁

鷺
缶
ω

ウ゚

ら
の

研

究
が

あ
る

が
、

本
発

表
で

は

明

治
二

〇
年

代
の

仏
教
メ

デ
ィ

ア

に

表
わ
れ
た
神
智

学
関
係
の

記
事
を

材
料
と

し
て
、

そ
の

ブ
ー

ム

の

様
相
と

思
想
的
な

遺
産
を
検
証
し

た

い
。

　
明
治
二

二

年、

神
智
学
協
会
会
長
H
・

S
・

オ

ル

コ

ッ

ト

は

第
一

回
の

来
日
を

果
た

し
、

全

国
各
地
で

演
説
会
を

開
き
、

大
成
功
を

収
め

た
。

一

方
こ

れ
と

平
行
し

て

神

智
学
の

翻
訳
記
事
が

仏
教
メ

デ
ィ

ア

を

賑
わ

せ

て

い

た
。

と
り

わ
け

普
通

教
校
で

は、

ア
メ

リ

カ

神
智
学
協
会
W
・

Q
・

ジ

ャ

ッ

ジ

と

の

文
通
を
機
に
、

世
界
各
地
の

仏
教
徒
つ

ま

り

神
智
学
徒
と
の

交
流
を

開
始
し
て、

『

反

省
会
雑

誌
』

創
刊
号
か

ら
「

欧

米
通

信
」

な

る

記
事
を
連
載
し

て

い

る
。

こ

の

記
事
が
好

評
で

あ
っ

た
た
め

に
、

欧
米
へ

の

本
格
的
な

文
書
伝
道
を
行
う

海
外
宣

教
会
が

発
足、

ま
た

海
外
仏
教
徒

の

記
事
を

集
め

た

『

海
外
仏
教
事
情
』

が

創
刊
さ

れ
て

い

る
。

し

か

し
、

明
治
二

二

年
を
ピ

ー
ク

に

神
智
学
記

事
の

数
も
激
減
し

、

オ

ル

コ

ッ

ト

の

明
治
二

四
年
の

第
二

回
来
日
は

失
敗
に

終
わ
っ

て

い

る
。

こ

の

二

回
目
の
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